
咸
興
に
て
武
装
解
除
を
受
け
、
昭
和
二
十
年
九
月
末
、
興
南

港
よ
り
ソ
連
船
に
て
ウ
ラ
ジ
オ
に
連
行
さ
れ
、
ア
ル
チ
ョ
ム
収

容
所
に
て
炭
鉱
労
働
に
従
事
。

昭
和
二
十
二
年
四
月
末
、
ナ
ホ
ト
カ
に
移
動
、
同
年
四
月
末

な
い
し
五
月
初
め
舞
鶴
港
に
帰
還
。

東
洋
綿
花
株
式
会
社
に
復
職
。
名
古
屋
、
大
阪
、
四
国
の
各

店
に
勤
務
。
昭
和
五
十
九
年
定
年
退
職
。

昭
和
六
十
年
よ
り
帰
国
日
本
人
孤
児
の
日
本
語
教
師
を
担

当
。
さ
ら
に
中
国
人
向
け
日
本
語
学
校
二
校
の
非
常
勤
日
本
語

教
師
を
八
年
間
、
愛
知
県
豊
明
市
受
入
れ
の
中
国
人
技
術
研
修

生
の
日
本
語
教
師
を
七
年
間
に
わ
た
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
勤
め
る
。

全
抑
協
愛
知
県
支
部
の
設
立
と
共
に
入
会
。

平
成
十
二
年
十
一
月
、
愛
知
県
の
「
シ
ベ
リ
ア
の
労
苦
を
語

り
継
ぐ
集
い
」
に
、「
シ
ベ
リ
ア
抑
留
ア
ル
チ
ョ
ム
の
実
態
」

と
題
し
て
ト
ー
ク
を
行
っ
た
。

平
成
十
三
年
、
同
支
部
改
選
に
お
い
て
支
部
理
事
に
就
任
、

書
記
と
し
て
会
報
の
編
集
を
担
当
中
で
あ
る
。

（
愛
知
県
　
　
沢
野
良
弘
）

わ
が
青
春
時
代
　 

（
ウ
ラ
ル
を
越
え
て
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
記
録
）

三
重
県
　
宇
平
博
　 

三
重
県
飯
南
郡
■
田
村
安
楽
四
〇
番
地
、
大
正
十
四
（
一
九

二
五
）
年
五
月
四
日
、
出
生
。
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
三

月
、
三
重
県
立
宇
治
山
田
中
学
校
四
年
修
了
。
昭
和
十
七
年
四

月
、
陸
軍
予
科
士
官
学
校
入
校
。
昭
和
二
十
年
三
月
陸
軍
航
空

士
官
学
校
卒
業
、
航
空
司
偵
偵
察
学
生
。
昭
和
二
十
年
四
月

～
六
月
、
水
戸
陸
軍
航
空
通
信
学
校
入
校
。
五
月
中
旬
頃
、
航

法
航
空
通
信
実
修
訓
練
の
た
め
双
練
に
て
新
潟
飛
行
場
に
向
か

い
一
泊
、
再
び
訓
練
実
施
後
水
戸
飛
行
場
に
着
陸
し
掩
体
に
収

容
作
業
中
、
ロ
ッ
キ
ー
ド
グ
ラ
マ
ン
戦
闘
機
が
急
降
下
、
敵
操

縦
士
の
顔
が
は
っ
き
り
見
え
、
機
銃
掃
射
の
態
勢
に
入
っ
た
の

で
側
溝
に
伏
せ
た
が
、
弾
道
が
十
メ
ー
ト
ル
近
辺
で
走
っ
て

行
っ
た
。
こ
れ
が
第
一
回
の
命
拾
い
の
一
コ
マ
で
す
。

昭
和
二
十
年
六
月
三
十
日
、
満
州
第
二
航
空
軍
第
四
二
教
育



飛
行
隊
（
司
偵
）
配
属
の
命
を
受
け
三
十
九
人
の
偵
察
学
生
は

水
戸
を
出
発
、
陸
路
出
発
港
に
向
か
っ
た
。
七
月
一
日
付
で
陸

軍
少
尉
に
任
官
、
空
爆
地
の
岡
山
、
広
島
を
通
り
下
関
、
長
門

市
、
萩
市
を
経
由
し
て
須
佐
港
に
到
着
し
た
。
地
元
の
方
に
歓

待
を
受
け
須
佐
小
学
校
で
仮
眠
し
、
七
月
三
日
早
暁
、
海
防
艦

護
衛
の
も
と
釜
山
に
向
か
っ
て
出
港
し
た
。
釜
山
で
英
気
を
養

い
、
七
月
五
日
特
急
列
車
に
て
京
城
（
ソ
ウ
ル
）

、
平
壌

（
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
）

、
新
義
州
を
経
て
新
京（
長
春
）
に
て
下
車

し
、
軍
司
令
部
に
申
告
後
ハ
ル
ピ
ン
を
経
て
任
地
黒
龍
江
省
衛

門
屯
飛
行
場
に
七
月
七
日
到
着
し
た
。
既
に
同
期
の
司
偵
操
縦

学
生
二
十
八
人
が
四
月
よ
り
赴
任
し
訓
練
を
行
っ
て
い
た
。
衛

門
屯
到
着
よ
り
ソ
連
軍
来
襲
の
八
月
九
日
ま
で
の
約
一
ヵ
月
は

学
習
と
実
地
訓
練
に
明
け
暮
れ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
経
過
し
ま

し
た
。
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
第
四
軍
司
令
官
上
村
中
将
閣
下

の
官
邸
の
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
料
理
の
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
と
、
外
出
時

の
軍
人
会
館
で
の
中
国
料
理
を
楽
し
ん
だ
事
で
す
。

衛
門
屯
撤
収
―
武
装
解
除
―
牡
丹
江
ま
で

日
ソ
中
立
条
約
を
破
棄
し
、
八
月
九
日
早
暁
よ
り
の
ソ
連
軍

の
侵
攻
作
戦
は
無
慈
悲
な
も
の
で
し
た
。
大
本
営
よ
り
満
州
に

展
開
し
て
い
る
将
校
学
生
並
び
に
士
官
候
補
生
は
、
速
や
か
に

陸
軍
航
空
士
官
学
校
に
帰
還
し
本
土
決
戦
に
備
え
よ
と
の
命
令

が
下
達
さ
れ
、
操
縦
学
生
は
拉
林
飛
行
場
よ
り
内
地
へ
（
一
部

の
学
生
を
除
く
）
帰
還
し
ま
し
た
。
偵
察
学
生
は
部
隊
長
の
判

断
で
地
上
勤
務
部
隊
と
行
動
を
共
に
し
、
陸
路
帰
国
の
道
を
と

る
と
の
事
で
し
た
。

ソ
連
軍
は
九
日
未
明
の
空
襲
以
来
、
満
州
全
域
に
わ
た
り
進

攻
し
て
参
り
、
一
刻
の
猶
予
も
で
き
ず
、
よ
う
や
く
十
三
日
に

衛
門
屯
を
出
発
し
有
蓋
貨
車
で
ハ
ル
ピ
ン
に
向
か
い
ま
し
た

が
、
ハ
ル
ピ
ン
手
前
で
豪
雨
の
た
め
列
車
が
ス
ト
ッ
プ
し
ま
し

た
。
十
五
日
午
後
、
終
戦
の
詔
勅
が
下
っ
た
と
の
情
報
が
伝
達

さ
れ
、
悲
観
の
極
み
で
し
た
。
や
っ
と
列
車
が
運
行
し
ハ
ル
ピ

ン
駅
に
着
き
ま
し
た
が
、
既
に
ソ
連
軍
が
進
攻
し
て
お
り
、
や

む
な
く
ハ
ル
ピ
ン
飛
行
場
（
孫
家
）
に
徒
歩
で
向
か
い
ま
し

た
。
た
し
か
二
、
三
日
滞
在
し
入
浴
や
給
食
を
受
け
ゆ
っ
た
り

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
突
然
阿
城
連
隊
に
転
進
せ
よ
と
の
命
令

が
出
て
、
泥
濘
の
中
を
苦
労
し
て
行
軍
を
し
ま
し
た
。

阿
城
連
隊
に
到
着
後
武
装
解
除
の
式
が
あ
り
、
愛
刀
も
ソ
連

軍
ト
ラ
ッ
ク
に
バ
ラ
積
み
さ
れ
、
ど
こ
か
へ
運
び
去
り
ま
し



た
。
そ
の
う
ち
に
ソ
連
軍
よ
り
阿
城
駅
に
列
車
が
待
機
し
て
お

り
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
よ
り
日
本
へ
帰
還
さ
せ
る
と
の
話
が

あ
り
、
喜
ん
で
無
蓋
貨
車
に
飛
び
乗
り
ま
し
た
。
一
時
間
く
ら

い
た
っ
て
河
布
呂
尼
駅
で
列
車
が
正
面
衝
突
し
た
た
め
、
こ
れ

以
上
進
め
な
い
の
で
鉄
路
を
徒
歩
で
牡
丹
江
ま
で
行
軍
せ
よ
と

の
命
令
が
下
達
さ
れ
ま
し
た
。
や
む
な
く
列
車
を
降
り
、
経
理

将
校
よ
り
米
や
調
味
料
等
の
食
料
や
給
料
の
配
給
を
受
け
て
お

り
ま
し
た
と
こ
ろ
五
十
三
期
の
伊
藤
少
佐
が
拳
銃
自
殺
を
さ

れ
、
弔
う
ひ
ま
な
く
悲
し
い
気
分
で
鉄
路
沿
い
に
出
発
し
ま
し

た
。
た
し
か
三
泊
（
野
営
）
四
日
の
鉄
路
行
軍
で
、
泥
川
の
河

原
で
野
営
し
飯
盒
炊
さ
ん
を
し
ま
し
た
。
横
道
河
子
付
近
で
は

戦
闘
の
あ
と
が
残
っ
て
お
り
、
軍
馬
の
死
骸
が
あ
り
悲
惨
な
も

の
で
し
た
。
や
が
て
海
林
弾
薬
庫
に
到
着
、
速
や
か
に
弾
薬
を

搬
出
し
、
草
わ
ら
を
敷
い
て
休
む
よ
う
と
の
事
で
し
た
。
運
び

終
え
て
一
服
し
た
と
こ
ろ
突
然
近
く
の
弾
薬
庫
が
爆
発
し
、
直

ち
に
伏
せ
ま
し
た
が
、
爆
風
が
物
す
ご
く
、
も
う
終
わ
り
か
と

覚
悟
し
ま
し
た
が
、
や
が
て
終
息
し
、
第
二
回
目
の
命
拾
い
を

し
ま
し
た
。
す
ぐ
ソ
連
空
軍
機
が
偵
察
飛
行
を
し
て
お
り
ま
し

た
。
た
し
か
こ
の
海
林
で
の
生
活
は
九
月
初
旬
ま
で
で
牡
丹
江

通
信
連
隊
に
転
進
い
た
し
ま
し
た
。
弾
薬
庫
の
干
草
の
生
活
か

ら
や
っ
と
人
並
み
の
元
通
信
部
隊
宿
舎
の
生
活
を
十
一
月
初
旬

ま
で
過
ご
し
ま
し
た
。
ド
ラ
ム
缶
を
活
用
し
、
浴
槽
に
し
て
入

浴
が
で
き
ま
し
た
。
暇
が
あ
れ
ば
近
く
の
川
辺
に
行
っ
て
満
人

よ
り
饅
頭
を
買
い
入
れ
ま
し
た
。
同
期
の
一
人
が
脱
走
し
民
団

生
活
者
の
中
に
う
ま
く
入
っ
て
抑
留
さ
れ
ず
に
帰
国
し
た
ら
し

い
。
何
も
す
る
こ
と
も
な
い
の
で
で
き
る
だ
け
舎
内
の
散
歩
を

し
ま
し
た
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
地
へ
の
旅

十
一
月
に
入
り
「
ダ
モ
イ
ト
ウ
キ
ョ
ウ
」
の
話
が
出
て
き

て
、
十
一
月
六
日
、
牡
丹
江
駅
に
集
合
せ
よ
と
の
声
で
、
い
よ

い
よ
ダ
モ
イ
と
喜
ん
で
駅
に
向
か
っ
た
。
引
込
線
で
は
有
蓋
貨

車
が
三
十
両
ほ
ど
連
結
し
た
列
車
が
あ
り
、
三
十
人
が
頭
足
交

互
に
二
段
装
置
の
板
張
り
の
上
を
窮
屈
な
姿
勢
で
過
ご
し
た
。

真
ん
中
の
扉
の
内
に
ペ
チ
カ
を
置
き
、
ト
イ
レ
が
そ
の
横
に

あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
ス
コ
ロ
ー
ダ
モ
イ
（
急
い
で
帰
還
）
の

声
に
だ
ま
さ
れ
て
夜
の
暗
闇
の
中
を
密
室
の
有
蓋
貨
車
は
東
へ

東
へ
と
進
む
が
、
途
中
（
ウ
オ
ロ
シ
ロ
フ
？
）
で
西
の
方
向
に

進
ん
で
い
る
ら
し
い
と
羅
針
盤
を
持
っ
て
い
る
人
の
声
を
聞



き
、
嫌
な
気
持
ち
で
眠
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
随
分
走
っ
て

行
っ
た
が
停
車
の
音
で
目
を
覚
ま
し
、
ド
ア
を
開
け
た
人
が

「
海
が
見
え
る
。
ウ
ラ
ジ
オ
で
は
な
い
か
」
と
叫
ん
だ
が
、
ウ

ス
リ
ー
江
（
松
花
江
の
下
流
）
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
の
大
都
市
の
看
板
が
散
見
さ
れ
、
い
よ
い
よ
白

樺
林
の
中
に
連
行
さ
れ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
将
校
が
カ
チ
ン
の
森
で

銃
殺
さ
れ
た
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
誰
か
ら
と
な
く
話

し
合
い
、
悲
観
の
極
に
達
し
た
が
、
飯
上
げ
の
声
で
燕
麦
の

カ
ー
シ
ャ
の
配
給
が
あ
り
生
き
残
っ
た
気
持
ち
に
な
る
。

長
い
停
車
の
あ
と
、
や
が
て
列
車
は
汽
笛
一
声
出
発
し
、
永

い
永
い
旅
の
始
ま
り
と
な
っ
た
。
シ
ベ
リ
ア
の
大
地
は
雪
に
閉

ざ
さ
れ
森
も
野
も
川
も
銀
世
界
の
中
を
列
車
は
西
へ
西
へ
と
ひ

た
走
る
。
途
中
で
一
日
停
車
す
る
事
も
あ
っ
た
が
、
あ
ま
り
か

ゆ
い
の
で
上
衣
の
中
を
見
る
と
シ
ラ
ミ
の
卵
が
白
々
と
び
っ
し

り
つ
い
て
い
た
。
窓
を
開
け
て
氷
結
さ
せ
れ
ば
死
ぬ
だ
ろ
う
と

思
っ
た
が
、
寒
気
に
は
強
く
駄
目
で
あ
る
事
が
分
か
っ
た
。
イ

ル
ク
ー
ツ
ク
を
過
ぎ
、
バ
イ
カ
ル
湖
を
右
に
見
て
白
銀
の
広
野

を
西
へ
西
へ
と
列
車
は
行
く
。
出
発
か
ら
二
週
間
く
ら
い
た
っ

た
頃
、
大
工
業
都
市
で
三
日
ほ
ど
停
車
し
た
。
そ
こ
で
消
毒
と

バ
ス
に
入
れ
る
と
の
こ
と
で
喜
び
勇
ん
で
バ
ー
ニ
ヤ
（
浴
場
）

へ
と
急
い
だ
。
衣
類
は
全
部
金
具
に
入
れ
熱
気
消
毒
で
シ
ラ
ミ

を
殺
し
、
大
き
な
蒸
気
入
浴
棟
（
サ
ウ
ナ
）
で
シ
ャ
ワ
ー
を
浴

び
、
積
も
っ
た
あ
か
を
落
と
し
た
。
約
一
ヵ
月
に
わ
た
る
シ
ベ

リ
ア
横
断
八
千
キ
ロ
の
旅
の
中
で
一
番
印
象
に
残
る
一
時
で
あ

り
ま
し
た
。

ラ
ー
ゲ
ル
生
活
ラ
ー
ダ
収
容
所

ウ
ラ
ル
山
脈
を
越
え
西
シ
ベ
リ
ア
の
広
野
を
過
ぎ
て
、
十
二

月
初
旬
モ
ス
ク
ワ
南
方
四
〇
〇
キ
ロ
の
ウ
ク
ラ
ナ
イ
ナ
に
近
い

ラ
ー
ダ
収
容
所
に
到
着
し
た
。
白
銀
の
雪
原
の
白
樺
林
の
中
に

点
在
す
る
洞
窟
兵
舎
に
分
散
収
容
さ
れ
、
真
ん
中
の
通
路
を
挟

ん
で
二
段
ベ
ッ
ド
が
並
列
さ
れ
て
い
た
が
、
早
速
南
京
虫
の
襲

撃
に
は
閉
口
し
た
。
白
樺
の
皮
で
点
火
し
次
々
と
焼
き
払
っ

た
。
酷
寒
の
中
で
の
早
朝
点
呼
に
は
、
吹
雪
の
中
で
全
員
点
呼

が
済
む
ま
で
凍
え
な
が
ら
辛
抱
し
た
。
ペ
チ
カ
に
使
う
用
材
は

近
く
の
雪
中
の
森
林
に
入
り
朽
木
を
中
心
に
取
り
ま
と
め
、
二

人
で
運
搬
を
繰
り
返
し
た
も
の
で
す
。
雪
が
解
け
、
早
春
の
野

道
を
通
り
タ
ン
ボ
フ
に
通
ず
る
道
路
工
事
作
業
に
従
事
し
ま
し

た
が
、
そ
の
帰
途
野
草
を
採
取
し
て
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
補
給
を
し



た
。
ゲ
ル
マ
ン
を
中
心
に
多
数
の
外
人
抑
留
者
が
い
た
が
、
逐

次
ど
こ
か
へ
転
進
し
て
い
っ
た
。

七
月
下
旬
ラ
ー
ゲ
ル
の
移
動
が
現
実
化
、
タ
タ
ー
ル
州
エ
ラ

ブ
カ
に
転
進
す
る
こ
と
に
な
り
、
ラ
ー
ダ
駅
を
出
発
し
、
キ
ズ

ネ
ー
ル
駅
に
到
着
し
た
。
二
泊
三
日
の
行
軍
に
て
エ
ラ
ブ
カ
Ａ

ラ
ー
ゲ
ル
に
入
っ
た
。
七
月
三
十
日
頃
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

ラ
ー
ゲ
ル
生
活
エ
ラ
ブ
カ
収
容
所

収
容
所
の
近
く
に
金
の
ク
ル
ス
の
寺
院
が
糧
秣
倉
庫
に
な
っ

て
お
り
、
主
と
し
て
野
菜
関
係
の
管
理
を
担
当
し
た
ゲ
ル
マ
ン

二
人
が
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
お
り
、
友
人
と
三
人
で
野
菜
の

整
理
作
業
を
や
っ
て
い
っ
た
。
休
憩
時
間
に
ゲ
ル
マ
ン
の
教
え

で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
ニ
ン
ジ
ン
を
ス
ト
ー
ブ
で
ふ
か
し
、
皮
を
む

い
て
鍋
に
入
れ
、
木
づ
ち
で
つ
く
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
■
が
で
き
上

が
っ
た
。
余
分
に
作
り
飯
盒
に
入
れ
て
所
内
の
友
人
に
差
し
入

れ
し
た
も
の
で
す
。

一
番
重
労
働
だ
っ
た
の
が
吹
雪
の
中
の
原
木
運
搬
だ
っ
た
。

吹
雪
の
中
を
早
朝
に
出
発
し
、
雪
そ
り
を
八
人
が
馬
の
代
わ
り

に
原
木
一
屯
を
約
一
六
キ
ロ
の
伐
採
集
積
地
よ
り
夕
方
頃
ま
で

に
運
搬
し
た
。
前
曳
き
六
人
と
後
押
し
棒
で
後
押
し
と
舵
取
り

す
る
も
の
二
人
で
、
坂
道
は
エ
ン
ヤ
サ
コ
ラ
サ
の
か
け
声
で
運

搬
し
た
。
の
ど
が
渇
く
と
き
れ
い
な
雪
を
食
べ
て
の
ど
を
潤
し

て
い
た
。

近
く
の
ソ
ホ
ー
ズ
の
小
麦
収
穫
作
業
に
泊
り
込
み
で
出
掛
け

た
。
雪
の
降
る
中
、
手
袋
も
な
く
素
手
で
収
穫
を
や
れ
と
の

事
、
辛
抱
を
重
ね
て
作
業
を
し
た
が
、
つ
ら
か
っ
た
。
宿
舎
に

帰
り
ト
ル
コ
蒸
気
浴
を
し
て
眠
っ
た
が
、
隊
長
幹
部
が
協
議

し
、
無
茶
な
ラ
ボ
ー
タ
（
労
働
）
を
拒
否
す
る
こ
と
に
な
り
、

翌
朝
は
宿
舎
を
出
ず
指
示
を
待
っ
た
。
交
渉
の
結
果
、
手
袋
と

鎌
を
準
備
す
る
と
の
事
で
よ
う
や
く
腰
を
上
げ
ノ
ル
マ
を
達
成

し
た
。
昭
和
二
十
二
年
五
月
初
旬
、
腸
チ
フ
ス
患
者
が
大
量
発
生
し

大
騒
動
と
な
る
。
私
も
ち
ょ
う
ど
熱
発
し
て
い
た
た
め
真
性
で

は
な
く
疑
似
患
者
と
し
て
入
院
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
真
性
患

者
が
だ
ん
だ
ん
亡
く
な
っ
て
い
く
の
が
大
変
悲
し
か
っ
た
。
た

し
か
回
復
期
に
は
稀
硫
酸
を
飲
ま
さ
れ
て
ガ
ス
を
出
し
た
事
を

覚
え
て
い
る
（
回
復
の
印
ら
し
い
）

。
翌
年
三
月
頃
に
も
腸
チ

フ
ス
患
者
が
発
生
し
た
た
め
、
前
回
の
カ
ル
テ
の
あ
る
者
は
入

院
さ
せ
ら
れ
た
が
、
今
回
は
死
亡
者
も
な
く
、
や
が
て
終
息
し



た
。カ
マ
河
の
結
氷
の
と
き
、
泥
炭
運
搬
は
苦
痛
で
あ
っ
た
。
五

月
過
ぎ
に
な
る
と
カ
マ
河
の
氷
が
解
け
る
と
き
の
ガ
ラ
ガ
ラ
と

い
う
大
音
響
は
耳
の
奥
に
残
っ
て
い
る
。
ま
た
軽
爆
撃
機
に
よ

る
爆
弾
で
氷
を
破
砕
す
る
光
景
は
珍
し
い
も
の
で
あ
り
、
印
象

に
残
っ
て
い
る
。
三
國
浄
春
師
の
も
と
に
同
志
が
集
ま
り
、

「
般
若
心
経
」
講
義
に
熱
中
し
、
短
歌
俳
句
の
習
い
も
あ
っ
た
。

ダ
モ
イ
―
そ
の
後
―

昭
和
二
十
二
年
十
月
五
日
、
帰
国
名
簿
が
発
表
さ
れ
、
約
千

五
百
人
単
位
に
て
第
一
梯
団
よ
り
第
四
梯
団
ま
で
が
今
年
中
に

帰
還
し
た
が
、
日
本
海
結
氷
の
た
め
そ
の
後
は
来
年
回
し
と
な

る
。
も
う
一
冬
越
年
と
悲
し
み
乗
り
越
え
て
辛
抱
す
る
。

翌
年
六
月
、
第
五
梯
団
が
出
発
し
た
。
我
々
の
第
六
梯
団
も

い
よ
い
よ
ダ
モ
イ
の
機
が
熟
し
た
。
七
月
二
日
、
懐
か
し
の
エ

ラ
ブ
カ
埠
頭
に
て
乗
船
、
カ
マ
河
を
下
り
カ
ザ
ン
に
到
着
し

た
。
カ
ザ
ン
に
て
暫
く
休
養
の
後
、
初
旬
後
半
に
ナ
ホ
ト
カ
に

向
け
有
蓋
貨
車
に
乗
せ
ら
れ
て
、
七
月
二
十
八
日
に
ナ
ホ
ト
カ

に
到
着
し
た
。
約
三
週
間
の
旅
も
「
帰
心
矢
の
如
し
」
の
た
め

記
憶
に
残
っ
て
い
な
い
。
ナ
ホ
ト
カ
で
は
出
港
予
定
が
わ
か
ら

ず
静
穏
に
日
を
過
ご
し
た
が
、
よ
う
や
く
八
月
十
日
岸
壁
に
横

づ
け
さ
れ
た
「
遠
州
丸
」
に
乗
船
し
た
。
桟
橋
を
一
歩
一
歩
踏

み
締
め
て
、
三
年
間
の
苦
悩
を
捨
て
さ
っ
て
船
室
に
飛
び
込
ん

だ
。船
長
、
機
関
長
以
下
全
員
日
本
人
、
人
も
船
も
全
部
日
本
の

も
の
で
、
こ
れ
ほ
ど
安
心
で
き
る
こ
と
は
他
に
は
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
や
れ
や
れ
本
当
に
ダ
モ
イ
で
き
る
ん
だ
と
船
室
に
て

く
つ
ろ
い
で
い
た
ら
、
遠
州
丸
の
機
関
長
で
あ
る
同
郷
の
森
田

勲
氏
が
私
の
住
所
氏
名
を
確
認
さ
れ
、
私
の
目
の
前
に
見
え

「
宇
平
博
さ
ん
で
す
か
。
私
は
安
楽
の
西
の
方
に
住
ん
で
い
る

森
田
で
す
。
三
年
間
大
変
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
ど
う
ぞ
私
の
室

に
御
案
内
し
ま
す
」
と
言
わ
れ
、
こ
の
上
も
な
く
嬉
し
か
っ

た
。
同
室
の
浜
口
禎
祐
氏
と
共
に
機
関
長
室
で
ご
ち
そ
う
に
な

り
、
ま
た
バ
ス
で
入
浴
し
、
三
年
越
し
の
あ
か
を
と
り
ま
し

た
。
ダ
モ
イ
の
喜
び
に
加
速
し
て
森
田
氏
の
御
接
待
に
は
万
感

迫
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
か
く
し
て
三
年
間
夢
に
見
た
故
郷

日
本
の
山
々
が
見
え
た
と
き
の
感
激
は
、
一
生
忘
れ
得
な
い
も

の
で
し
た
。
八
月
十
二
日
、
遠
州
丸
は
わ
れ
わ
れ
の
夢
を
の
せ

て
山
紫
水
明
の
帰
還
港
舞
鶴
に
到
着
し
た
。



舞
鶴
引
揚
館
で
は
全
身
Ｄ
Ｄ
Ｔ
の
防
疫
消
毒
、
大
浴
場
で
の

入
浴
、
尾
頭
付
き
の
夕
食
、
婦
人
会
の
方
々
の
歓
迎
と
湯
茶
の

接
待
と
、
感
謝
感
激
の
三
日
間
で
し
た
。

復
員
手
当
も
六
百
円
也
受
領
し
ま
し
た
。
渡
満
以
来
三
年
一

ヵ
月
強
の
強
制
抑
留
の
永
い
永
い
旅
で
し
た
。
昭
和
二
十
三
年

八
月
十
五
日
舞
鶴
駅
を
出
発
、
京
都
駅
で
父
が
出
迎
え
に
来
て

く
れ
ま
し
た
。
家
で
は
母
弟
妹
が
首
を
長
く
し
て
待
っ
て
い
ま

し
た
。
さ
さ
や
か
な
帰
国
祝
い
の
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。
三
年
間
の
辛
苦
生
活
の
た
め
栄
養
失
調
で
、
堅
い
も
の

は
受
け
付
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
せ
っ
か
く
の
村
松
の
浜
口
さ
ん

の
お
誘
い
で
釣
り
舟
に
乗
せ
て
も
ら
っ
た
の
は
よ
か
っ
た
の
で

す
が
、
途
中
で
舟
酔
い
症
状
を
呈
し
失
礼
を
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
エ
ラ
ブ
カ
組
の
松
岡
敬
三
氏
の
御
好
意
に
甘
え
、

昭
和
二
十
五
年
十
二
月
か
ら
昭
和
五
十
年
六
月
ま
で
松
岡
氏
の

経
営
す
る
遊
技
場
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
キ
ャ
バ
レ
ー
、
料
理
旅

館
、
ホ
テ
ル
等
の
支
配
人
と
し
て
勤
務
し
ま
し
た
。
途
中
、
昭

和
三
十
四
年
頃
か
ら
昭
和
四
十
二
年
ま
で
真
珠
養
殖
（
長
崎
県

五
島
列
島
）
の
事
業
に
没
頭
し
ま
し
た
。
真
珠
養
殖
不
況
の
た

め
加
工
販
売
に
転
進
、
真
珠
貴
金
属
宝
石
の
専
門
店
と
し
て
全

国
有
名
百
貨
店
等
の
取
引
を
行
い
、
奮
闘
い
た
し
ま
し
た
。
一

応
事
業
体
系
の
整
備
完
了
の
た
め
退
職
し
、
昭
和
五
十
年
八
月

頃
よ
り
平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
六
月
ま
で
（
協
）
津
市
専
門

店
会
専
務
理
事
と
し
て
十
五
年
間
勤
務
し
無
事
定
年
退
職
し
、

晴
耕
雨
読
の
悠
々
自
適
の
生
活
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

マ
ル
シ
ャ
ン
ス
ク
抑
留
記
　 

三
重
県
　
林
英
夫
　 

は
じ
め
に

財
団
法
人
全
国
強
制
抑
留
者
協
会
の
三
重
県
支
部
が
今
春
お

く
れ
ば
せ
な
が
ら
設
立
さ
れ
た
機
会
に
、
抑
留
中
の
記
事
投
稿

の
依
頼
を
受
け
ま
し
た
。
マ
ル
シ
ャ
ン
ス
ク
収
容
所
に
つ
い
て

は
、
タ
ン
ボ
フ
・
ラ
ー
ダ
と
と
も
に
抑
留
関
係
者
に
よ
る
慰
霊

遺
骨
収
集
記
事
を
含
む
幾
多
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。
以
下
の
拙

文
は
、
帰
国
復
員
以
来
既
に
五
十
有
余
年
、
薄
れ
た
記
憶
を
掘

り
起
こ
し
つ
つ
記
述
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
不
備
不
足
の

点
、
悪
し
か
ら
ず
ご
了
承
く
だ
さ
い
。




